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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（1月 8 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します
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小根久保　麻由美

昨年 9月、父親が脳幹出血で病院に運ばれ
ました。その時は、自分で動く事が出来ず、
話も殆ど出来ず、身体が痺れていました。
脳幹出血は死亡率も高く助かっても強い後
遺症が残る危険な病です。すぐに集中治療
室に運ばれました。
私は連絡が来た時は焦りました。そして主
人と祈りました。心の奥の方に「平安」が
ありました。連絡があり命に別状はないと
の事でした。病院からは「集中治療室には
10日程、その後は 5ヶ月は治療してリハ
ビリに入れれば、、。」でした。
　そして、皆様に沢山祈って頂きました。
病院に行くと入院して 3～4日で大部屋に
移りほぼ普通に会話もできる程に回復して
いました。そして、父親の手を取り祈って
くる事ができました。更に一ヶ月後には、
治療が終わり、リハビリセンターに移り御
手洗も自分で行ける様になり、今は退院し
リハビリにも通いながら、自宅で生活をし
ております。まだ色々と自由はききません
が、神様の奇跡に心より感謝し、共に祈り
支えて下さった皆様に感謝いたします。
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※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土

TESTIMONY「奇跡」
父親が脳幹出血で病院
の時は、自分で動く事
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「あなたの中に！！」
～あなたの胸に手を～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ１：１～１２

スモールファミリー

ふるさとミーティング

　
　　　ヨハネ１：１～
　「この方はもとから世におられ、世はこの方によって造
られたのに、世はこの方を知らなかった。 この方はご自分
のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。」
（ヨハ１：10、11）
今回はマリアの視点からクリスマスを見ていこうと思いま
す。マリアは結婚前、厳しいユダヤの法律の中でイエス・
キリストを身ごもりました。これは彼女にとって「命の危険」
です。そんな危機的な状況の中で天使は彼女に「恐れるな」
と言います。このことを信じたいと思いました。でも心の
中では葛藤です。「本当なのだろうか」・・だからこのクリ
スマスの始まりは「絶望と葛藤と疑い」なのです。マリア
がどんな気持ちで彼の誕生から十字架まで共に人生を歩ん
だのでしょう。クリスマスの背景にはこのイエス・キリス
トの命がけの祝福の物語があるのです。暗闇が深ければ深
いほど、このクリスマスは意味があるのです。最初に礼拝
として選ばれたのは羊飼いたちでした。彼らは、生まれた
時から差別され、住民として人数にも数えられていない、
最大の絶望の中にいた人たちです。そこから逃げ出すこと
はできません。「奴隷」です。奴隷を解放するためには彼ら
の一生分の賃金を払い、かつ釈放されなければ自由はない
のです。聖書には「私の罪を背負って贖う」とありますが、
贖うとは、「奴隷の解放」という意味です。では私たちは何
の奴隷なのでしょう。それは「絶望」という奴隷です。私
たちは自らをコントロールすることができません。愛した
いのに愛せない、信じたいのに信じられない・・こんな汚
い心が奴隷制度をつくりました。私たちの心の中にはこの
自らの意図したところに進めないという深い「絶望」があ
るのです。「差別」とは何でしょう。ある人は「差別とは、
同じ姿に生まれ、同じ肉体を持ち、健康であるにもかかわ
らず、その人が願っていることができないこと」だと言い
ました。私たちはわかっているようで、深いことはわかっ
ていない、信じていますが本当なのかわかっていません。
私たちには「わからない」という絶望があります。この「わ
からない」に解決を与えるためにイエス・キリストは来ま
した。なぜ、マリアはイエス・キリストを育てる時に苦し
みと戦わなくてはいけなかったのでしょう。わかっている
けどわからない現実があるからです。マリアは頭では、イ
エス様は「メシア」で救う人だとわかっていますが、３０
歳までは息子として育ったのです。「 すると、イエスは母
に言われた。「あなたはわたしと何の関係があるのでしょう。
女の方。わたしの時はまだ来ていません。」」（ヨハネ２：４）
イエス様がこういった時から、「絶望」の始まりです。神に
渡す時が来た、ここから何が起きたとしても自らの思うほ
うに導くことができない日がきたのです。ピエタ（嘆き）
という像があります。マリアにとってはただただ絶望と傷
みの日です。杭を打たれ、つばをかけられ、弟子たちも去っ
ていく、裏切られる、マリアにとっては傷みと悲しみ以外
にありません。親ならそんな彼らを憎しむでしょう。でも
それはしてはいけない、わかっているけど、何もできない・・
そんな私たちの思いを贖うために十字架に架かったのです。
私たちはしてもらったことに対して感謝ができないのに人
には請求書を出そうとしてしまいます。「私がどれだけやっ
ていると思っているの」という憎しみの値段が私たちを奴
隷にし、被害者にし、自らの願うほうに動けなくしてしまっ
ています。人を傷つけるのは当たり前、自分に敵対するも
のを裏切るのは当たり前になってしまったのです。本当は
そんなことをしたい人なんていません。神様はこんな私た
ちに終わりを告げさせたかったのです。方法はほかにあり
ませんでした。私たちの賃金を払いきるまで私たちが自由
になれないことを知っていたのです。五木寛之という人の
著書にこういう言葉があります。「どんな前向きに生きよう
とも誰でもふとした折に心が萎えることがある。だが、本
来人間の人生とは苦しみと絶望の連続である。そう覚悟す
るところらからすべてが開かれる。」これは日本の現状をよ
く表しています。日本は、戦後、がんばって文明を作って
きました。「豊かな生活」こそ幸せだったのです。ところが

それが阪神や東北の大震災のときに崩れました。「物」への
信頼が一気に失せたのです。だから今度は宗教でした。と
ころが宗教の行きつくところは、「争い」でした。そこから
は「哲学」でした。「毎日ポジティブに考えれば変われる」
ということでしたが、痛ましい事件がおこると、そんなこ
とを前向きに処理することができません。今の日本人に必
要な言葉は「がんばれ」「大丈夫」という慰めしかない・・・
五木寛之はその著書でそう締めくくっています。でもこれ
では本当の解決はありません。私たちに必要なのは、「真っ
暗な心に光がともること」以外ないのです。「わからないこ
とがわかる」こと以外なのです。見えない人生には解決は
ありません。だからイエス様は自らが見えない人生を歩ん
だのです。

　　　イザヤ９：２～７
　私たちがクリスチャンになっても見えないとすれば、そ
こにイエス様を入れていない証拠です。その部屋だけはあ
まりにも汚いので入ってほしくないのです。いろいろな理
由をつけてそこを閉ざしてしまうのです。自分で「二度と
こうしない」「私はこう生きる」と決めた部屋です。いまだ
にそこは「光」がともっていません。神様の声と信じて聞
いていた言葉は別の言葉です。その心に傷みが来た時に聞
いている言葉は本当の声ではありません。私たちを違う価
値観に導き「戦争」に導くのです。「戦争」とは武器を持っ
て争うことではありません。隣の人を排除することです。「こ
の人さえいなければ」「あの人のせいでこんな目に」と思っ
てしまう部屋です。あなたは今何を見ていますか？闇です
か？それとも光ですか？「アドベント」とは「来たる」と
いう意味です。人々は来るのを待っていました。だからイ
スラエルの人々はイエス・キリストが目の前に来たのに捜
そうとしていなかったのでわかりませんでした。ずっと待っ
ていたのです。だから家畜小屋で麻布を巻かれて生まれて
きたようなイエス様を王とは認めませんでした。ダビデの
ように　戦い国々を治めてくれるような王を求めていたの
です。聖書の中には探し求めた人と待っていた人の差が書
かれています。あなたはどちらですか？マリアのように絶
望にならないとわからないでしょうか。マリアは十字架に
架かったイエス様の亡骸をおろしながら「これは何だった
んだろう」と真剣に考えました。そして 3 日後にイエス様
が復活したときに「このためだったんだ」とわかりました。
「平安があるように」これが最初の言葉でした。神様と本当
に出会うと心に平安があるのです。

　　　子供たちのアニメの中に
　　　こんな言葉があります。
　「人の人生の終わりとは死ではない。人から忘れ去られる
ことである」真実ですが、怖い言葉です。「存在価値がない」
という「死」です。ここには解決がないので、言葉だけが残っ
てしまうのです。

最後に
神様は私たちの心の中に潜む暗闇に光を灯されます。裏切ら
れた絶望、過去の傷み、否定的な人々の声、目線・・そんな
闇の中に光を放つために来たのです。2000 年前にイエス様
は死ぬために生まれてきました。私たちが死ななければなら
なかった人生を贖い買い取るためにです。このクリスマスに
このことを「思い返せ」と言われています。ピエタとは「絶望」
と同時に「慈愛」という意味です。マリアは絶望の中で愛す
ることを学び、神を愛することを知りました。何か解決した
わけではありませんが、心の解決があったのです。これが「神
の愛」です。今、私たちは心を頑なにせず、神様に心を開き、
この愛を受け取りましょう。そして闇に光を灯し、光の中を
歩んでいきましょう。
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今度は南ユダ王国について見ていきたいと思います。このヤロブア
ムの罪は北王国に限らず、南ユダ王国もヤロブアムに合せたかのよ
うに偶像礼拝を取り入れています。高き所、石の柱、アシェラ像、
神殿男娼など、異邦の民の忌み嫌うべき習わしをまねていきました。
しかし北王国ほどひどくはなく、北王国の悪王の極みとも言うべき
王と対照的に南王国には善王の代表のような王も存在していまし
た。その代表はヒゼキヤとヨシヤです。両者共偶像礼拝への挑戦と
しての宗教改革者でした。ヒゼキヤについては「彼のあとにも彼の
先にも、ユダの王たちの中で、彼ほどの者はだれもいなかった」と
あります。北と南の評価の違いは事実の違いだけでなく、列王記著
者の神学的視点にもかかわっています。北王国がヤロブアムの罪と
いう否定的な基準で断罪的に記述されているのに対し、南王国では
「主の目、先祖ダビデ、良き前王」といった視点のやや違う肯定的
な基準で評価がなされています。これは南王国が、永遠の王国を約
束されたダビデ王国を継承している事実と意識から出ています。罪
にもかかわらず、ダビデ家にともしびを与えること、ダビデに免じ
てユダを滅ぼすことを望まないという主の言葉に支えられていま
す。「ダビデに免じて」とは、ダビデが一生の間主の目にかなうこ
とを行ったことに免じての意であり、ダビデにはウリヤのことを除
いては満点であると最大級の評価が与えられています。しかしこの
絶大な評価にもかかわらず、「わたしの名を置く。と言ったこの宮」
は崩壊すると言われています。列王記は、分裂した両王国を、主の
目にかなうことを行うべく互いに競い合せるかのように並記し、「主
から離れる」ことの最後的意味を「王国滅亡」によって表していま
す。北王国は南王国より百数十年早く滅亡するが、それは歴史的諸
事情のほかに本質的な理由として、エルサレム神殿を離れたことと
言われています。北と南の対比を感じながら通読していきましょう。

牧　一穂　牧師
舛田幸恵　先生
岩崎祥誉
行司佳世　伝道師
西嵜芳栄
a牧　唯恵　伝道師

　１日　小根久保ゆう太
　３日　近藤昭恵
　５日　牧　結果子　
　　　　西嵜一喜
１０日　小林博子　

１２日　三村路子
１３日　河野充華
１５日　吉川雅之
２０日　眞砂　仰
２１日　淺野主眞

２３日　平澤　瞳
２５日　鈴木たかよ
２６日　藤原ふきこ
２８日　藤原久美子
３０日　高橋道子

３０日　岩本嘉津代
３１日　角谷豊子

１月の誕生者
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（要約者：岩崎　祥誉）


